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を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
震
災
は
、
生
活

の
基
本
の
柱
で
あ
る
衣
・
食
・
住
す
べ

て
を
奪
い
去
り
、
各
地
に
壊
滅
的
な
被

害
を
も
た
ら
し
て
お
り
そ
の
影
響
は
図

り
し
れ
ま
せ
ん
。
自
然
と
共
に
生
き
、

自
然
の
恵
み
の
上
に
成
り
立
つ
農
業

は
、
い
か
な
る
時
で
も
、
い
か
な
る
場

所
に
も
安
全
、
安
定
的
に
国
民
へ
食
料

を
提
供
す
る
義
務
が
あ
り
、
ま
た
、
多

種
多
様
な
機
能
や
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
来
の
環
太
平
洋
経
済
連

携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
並
び
に
Ｅ
Ｐ
Ａ
交

渉
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
以
上
、
農
業
の
み
な
ら
ず
地
域
経

済
、
社
会
を
崩
壊
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　
こ
う
し
た
内
外
と
も
に
厳
し
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
市
農
業
委
員
会

は
農
地
行
政
の
適
正
な
執
行
を
図
る
た

め
、
審
議
の
透
明
性
を
通
じ
た
信
頼
性

の
確
保
、
目
標
・
計
画
に
基
づ
く
活
動

と
そ
の
点
検
・
評
価
、
農
地
の
利
用
状

況
の
把
握
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と

解
消
、
担
い
手
と
集
落
営
農
組
織
等
へ

の
農
地
集
積
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と

し
て
、
将
来
の
夢
と
希
望
の
持
て
る
農

業
・
農
村
の
構
築
に
向
け
、
地
域
に
お

け
る
農
地
の
番
人
と
し
て
、
世
話
役
と

し
た
活
動
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連
繋
を
密
に
し
て
、

本
市
農
業
の
振
興
と
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

地域農業の持続的発展を目指し

平 成 23年 度
由利本荘市農業委員会
事業計画書（抜粋）

　　(市長と農業委員との農政懇談会）　　　　　　（農業者年金受給予定者への説明会）　　　　　　　　（農業委員会作況調査）　　　　

　

農業委員会活動目標
１　「輝ける秋田の農業・農村づくり運動」の推進

　・農村現場における新たな農地制度の円滑な実施

　・農業委員会業務の適正な執行

　・遊休農地の発生防止・解消と優良農地の確保

　・担い手の確保と農地の利用集積など経営確立の支援

　・地域の実態に応じた農業・農村の活性化対策の実践

２　農地転用の適正指導

３　農業者年金制度の周知・加入推進

４　情報提供活動の推進

  

は
じ
め
に

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
者
の
公
的
代

表
機
関
と
し
て
広
範
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い

て
十
分
機
能
す
る
べ
く
改
革
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
事
業
計
画

は
次
の
と
お
り
で
す
。

  

基
本
方
針

　
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
農
業
者

の
平
均
年
齢
が
66
歳
と
高
齢
化
が
急
速

に
進
み
こ
の
15
年
間
で
農
業
所
得
が
半

減
す
る
な
ど
、
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
途
上
国
の
経
済
発
展
に
よ
る

需
要
増
大
や
世
界
各
地
の
異
常
気
象
な

ど
に
よ
り
、
世
界
の
穀
物
需
要
が
逼
迫

し
て
い
く
中
で
、
国
内
生
産
力
を
確
保

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
な

か
、
国
で
は
新
た
な
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
」
を
基
に
、
本
年
度
か
ら

は
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」
を

本
格
実
施
し
、
農
業
経
営
の
安
定
と
国

内
生
産
力
の
確
保
を
は
か
り
、
食
料
自

給
率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能
の

維
持
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
本
年
３
月
に
東
北
、
関
東
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　食料自給率の向上を図るためには、優良農地の確保と農地の有効活用が重要とされております。

　耕作放棄地はこの20年間増加しています。全国の耕作放棄地面積は、昭和60年までは、およそ13万haで横

ばいでしたが、平成２年以降増加に転じ、平成 22年には 39.6万 ha（概数値）となっています。

　また、農地面積が減少する中、耕作放棄地面積率は、平成２年から平成22年にかけて約２倍に増加していま

す。（農林業センサスより）

　このため、農地の有効利用を進めるためには、耕作放棄地の解消及び発生防止が喫緊の課題となっています。

平成23年度耕作放棄地再生利用対策の概要
　① 再生利用活動

　　ア　再生作業（障害物除去、深耕、整地等及び土づくり（肥料、有機質資材の投入等））を一括で支援

　　　・定額支援【５万円／ 10ａ】

　　　　重機を用いて行う等の場合【経費が 10万円／ 10ａを越える場合補助率１／２以内】

　　　・土づくり（２年目：必要な場合のみ）【2.5万円／ 10ａ】

　　　・営農定着【2.5万円／ 10ａ】

　　イ　経営展開　経営相談、実証ほ場の設置・運営、加工品試作、試験販売等【定額】

　② 施設等補完整備

　　　・用排水施設、農業用機械・施設等の整備【補助率１／２以内】

　　　・小規模基盤整備【2.5万円／ 10ａ】

　　　◇戦略作物等を栽培する場合は、土地所有者による再生作業及び農用地区域外における取組につ

　　　　いても支援対象となります。

　　　◇事業を活用する場合は、戦略作物等の作付を５年間行うことが必要です。

　平成22年度の再生活動取組事例（矢島地域桃野地区）

 　　 　　

　（株）秋田ニューバイオファームにより耕作放棄地再生利用対策を活用し、3.65haの農地が再生されました。

農地の再生後、菜の花を作付けし、菜の花祭り等の観光イベントが行われ、菜の花観賞後に菜種油を絞り、食

用油として利用されます。その廃食油を回収し、ＢＤＦ（軽油代替燃料）として、自動車・トラクターを走ら

せる等、資源循環サイクルに取り組んでいます。

詳しくは、農業委員会事務局又は市農業振興課及び各総合支所産業課までお問い合わせ下さい。

（再生後）（再生中）（再生前）
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農
業
が
魅
力
あ
る
職
業
と
な
り
、
男

女
問
わ
ず
意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る

よ
う
に
す
る
に
は
、
経
営
内
に
お
い

て
、
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割
と
責
任

が
明
確
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
欲
と

能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
重
要
で
す
。

　
特
に
、
女
性
や
若
い
農
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
経
営
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る

た
め
に
役
立
つ
も
の
が
、
家
族
経
営
を

担
っ
て
い
る
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
決
め
る
ル
ー
ル
で
あ
り
「
家
族
経
営

協
定
」
で
す
。
平
成
７
年
よ
り
本
格
的

な
運
動
が
始
ま
り
、
由
利
本
荘
市
で
は

こ
れ
ま
で
45
組
の
協
定
が
結
ば
れ
、
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
協
定
を

上
手
に
経
営
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

協定を結んで、経営に活かした多くの
農業者の声から

○経営理念や経営方針を家族みんなで共有できる
　ようになり、家族全員の経営意識が向上した。
○経営のこと以外についても話し合う機会が増え、
　家族みんなで協力し合い、結束が強まった。
○役割分担や就業規則の取り決めを通じて、経営
　の合理化が進んだ。
○部門を任されるようになって、以前よりも責任
　とやりがいを感じる。
○決まった給与を貰えると、将来設計が立てやす
　くて助かる。
○後継者へ経営移譲がスムーズにできそうだ。

家
族
経
営
協
定
と
は
ど
ん
な
も
の
？

家
族
経
営
協
定
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

ご
存
知
で
す
か
？
農
業
者
年
金

Ｑ
１   

農
地
を
売
買
又
は
貸
し
借
り
し

た
い
場
合
は
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で

す
か
？

Ａ
１ 

 

耕
作
を
目
的
に
農
地
を
売
買
又

は
貸
し
借
り
す
る
場
合
は
、
農
地
法
第

３
条
に
よ
る
許
可
又
は
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
に
よ
る
利
用
権
の
設
定
等

が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
農
地
を
譲

り
渡
す
方
・
譲
り
受
け
る
方
の
双
方
で

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

農
地
を
取
得
す
る
方
は
、
耕
作
面
積
が

申
請
地
を
含
め
て
50
�
以
上
な
け
れ
ば

許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
２ 

 

自
分
の
農
地
又
は
他
人
の
農
地

に
家
を
建
て
る
場
合
は
ど
ん
な
手
続
き

が
必
要
で
す
か
？

Ａ
２ 

 

そ
れ
ぞ
れ
転
用
行
為
と
し
て
農

地
法
第
４
条
又
は
５
条
に
よ
る
手
続
き

が
必
要
で
す
。
な
お
、
申
請
地
が
由
利

本
荘
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
農

用
地
区
域
の
場
合
、
農
振
法
に
よ
る
農

用
地
区
域
除
外
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
申
請
に
つ
い
て
は
、
毎
月
20
日
締
切

（
休
日
の
場
合
は
前
日
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

又
は
各
総
合
支
所
庶
務
班
（
産
業
課

内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１.

農
業
者
年
金
と
は
？

Ａ
１.

国
民
年
金
の
上
乗
せ
年
金
と
し

て
、
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
年
金

制
度
で
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
60
歳
未
満
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
加

　
入
で
き
ま
す
。
月
２
万
円
〜
６
万
７

　
千
円
ま
で
自
由
に
選
択
で
き
、
認
定

　
農
業
者
で
青
色
申
告
し
て
い
る
な
ど

　
の
農
業
の
担
い
手
に
は
政
策
支
援

　（
35
歳
未
満
６
千
円
〜
１
万
円
・
35

　
歳
以
上
４
千
円
〜
６
千
円
の
国
庫
補

　
助
）
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
２.  

農
業
者
年
金
は
安
心
し
て
加
入

で
き
る
制
度
な
の
？

Ａ
２.

 
 少

子
高
齢
化
時
代
に
強
い
積
立

方
式
の
年
金
で
す
。
現
在
の
農
業
者
年

金
制
度
は
、
自
ら
が
積
み
立
て
た
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
」
の

年
金
で
す
。
加
入
者
や
受
給
者
数
に
左

右
さ
れ
に
く
い
長
期
的
に
安
心
し
た
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
積
み
立
て
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

し
っ
か
り
積
み
立
て
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト 

し
っ
か
り
積
み
立
て
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト

し
っ
か
り
積
み
立
て
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト 

し
っ
か
り
積
み
立
て
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト 

Ｑ
３.  

農
業
者
年
金
に
は
税
制
面
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
っ
て
本
当
？

Ａ
３. 

 

公
的
年
金
な
ら
で
は
の
優
遇
措

置
。
所
得
税
、
住
民
税
が
節
税
に
！
支

払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来

受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
で
す
。

●
例
え
ば
…
保
険
料
月
額
２
万
円
で
加

入
の
場
合
、
年
間
４
万
８
千
円
も
節
税

に
！
（
税
率
20
％
の
場
合
）

お
問
い
合
わ
せ
・
詳
し
い
資
料
は
農
業

委
員
会
事
務
局
・
各
総
合
支
所
庶
務
班

（
産
業
課
内
）
又
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
へ
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平
成
19
年
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
11
戸
の
農
家
で
立

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
上
げ
た
山
田
集

　
　
　
　
　
　
　
　
落
営
農
組
合
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
水
稲
約
19
�
、
大

　
　
　
　
　
　
　
　
豆
約
４
�
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
出
発
で
あ
り
ま
し

た
。

　
前
会
長
の
後
を
受
け
、
平
成
21
年
よ

り
私
が
会
長
に
な
り
、
そ
の
年
に
法
人

化
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
秋
田
し
ん
せ

い
農
協
担
い
手
支
援
セ
ン
タ
ー
を
始

め
、
県
、
市
の
指
導
の
も
と
、
大
豆
だ

け
で
の
法
人
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
当
初
、
構
成
員
の
中
に
は
戸
惑
い
も

感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
基
本
的
事
項
に

つ
い
て
は
了
解
を
得
ら
れ
、
平
成
22
年

１
月
20
日
に
農
事
組
合
法
人
山
田
が
発

足
し
ま
し
た
。
播
種
機
は
前
身
で
あ
る

大
豆
集
団
よ
り
購
入
し
、
徐
々
に
中
耕

培
土
機
、
大
豆
コ
ン
バ
イ
ン
、
防
除
機

と
揃
え
ま
し
た
。
大
豆
の
播
種
か
ら
刈

り
取
り
ま
で
全
部
を
法
人
で
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
今
年
度
は
地
区
の
8.2
�
、

地
区
外
の
約
11
�
の
計
約
19.2
�
の
作
業

受
託
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
石
沢
地

内
関
口
、
矢
島
町
上
原
ま
で
幅
広
く
受

託
し
、
い
く
ら
で
も
増
収
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
大
豆
は
水
稲
と
同

様
に
天
候
に
左
右
さ
れ
、
昨
年
の
よ
う

な
不
作
に
な
ら
な
い
か
と
心
配
し
て
い

る
所
で
す
。
又
、
東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
た
農
家
の
皆
様
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
転
作
面
積
の
緩
和
に

よ
り
大
豆
面
積
が
減
る
の
で
は
な
い
か

と
も
心
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
ど
も
法
人
は
、
集
落
営
農
組
合
と

ス
ク
ラ
ム
を
組
み
な
が
ら
転
作
は
大
豆

を
モ
ッ
ト
ー
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
秋
田
し
ん
せ
い
農

協
、
県
、
市
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
以
上
に
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
員
と
共
に
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
ア
ッ
プ
と
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
安
全
な
大
豆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
作
る
事
に
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
尽
く
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
頑
張
り
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
っ
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（角
谷
長
栄
委
員
）
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集
落
営
農
組
合
か
ら
法
人
化
へ

本
荘
地
域
　
農
事
組
合
法
人
山
田
　
代
表
理
事
　
小
松
富
男

（農事組合法人山田のみなさん）

（大豆の播種作業）

　
時
折
、
話
の
端
々
に
福
島
の
独
特
の

訛
り
を
感
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
方

で
あ
る
。
美
都
志
さ
ん
は
福
島
県
会
津

の
只
見
町
出
身
で
東
京
で
和
裁
の
勉
強

中
、
今
の
ご
主
人
と
縁
が
あ
っ
て
こ
の

地
に
嫁
い
で
30
数
年
農
業
に
携
わ
っ
て

き
た
。

　
23
年
前
、
ご
主
人
が
集
落
の
仲
間
た

ち
７
人
と
稲
作
の
農
事
組
合
法
人
を
立

ち
上
げ
、
今
で
は
50
�
の
大
規
模
面
積

を
有
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
が
、
年
々
強

化
さ
れ
る
転
作
と
米
価
の
暴
落
に
は
経

営
面
で
も
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と

い
う
。

　
そ
れ
で
も
農
協
へ
の
玄
米
出
荷
の
他

に
収
穫
し
た
籾
を
そ
の
ま
ま
保
管
し
需

要
に
応
じ
て
籾
摺
り
精
米
し
消
費
者
に

そ
の
都
度
、
直
接
「
新
米
」
を
届
け
、
産

直
の
顧
客
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ

る
程
度
の
減
収
分
を
カ
バ
ー
す
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
転
作
分
は
大
豆
、
馬
鈴
薯
な
ど
で
対

応
し
て
い
る
も
の
の
設
立
時
か
ら
半
値

近
く
に
低
迷
し
て
い
る
米
価
は
規
模
の

大
小
に
か
か
わ
ら
ず
経
営
を
直
撃
し
て

い
る
。

　
ご
自
身
は
稲
の
育
苗
作
業
、
田
植
え

な
ど
の
仕
事
を
手
伝
っ
て
い
る
が
、
そ

の
後
は
育
苗
ハ
ウ
ス
の
後
利
用
と
自
分

の
畑
20
�
を
フ
ル
に
活
用
し
あ
ら
ゆ
る

野
菜
を
作
っ
て
道
の
駅
「
に
し
め
新
鮮

組
」
に
出
荷
し
て
い
る
。

　
ま
た
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て
山
菜
採

り
に
精
を
出
し
、
そ
れ
も
最
近
で
は
ご

主
人
と
一
緒
に
出
か
け
る
仲
の
良
さ
は

周
囲
も
認
め
て
い
る
所
で
も
あ
る
が
、

何
と
そ
の
山
菜
も
加
工
な
ど
も
し
て
道

の
駅
に
出
荷
し
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
農
産
物
直
売
所
は
美
都
志
さ
ん
な
ど

熟
年
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
「
地
産
地

消
」
の
拠
点
と
し
て
消
費
者
に
地
元
の

新
鮮
な
農
産
物
を
と
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。
食
と
農
を
文
化
と
し
て
と
ら

え
、
今
後
の
発
展
の
カ
ギ
が
こ
こ
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
佐
々
木
隆
一
委
員
）

西
目
地
域
　
齋
藤
美
都
志

（にしめ新鮮組にて齋藤さん）
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大
内
地
域

　
佐
々
木
　
亨

　
昭
和
25
年
結
婚
。
妻
と
共
に
60
年
現

役
の
百
姓
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
終
戦
直
後
の
食
糧
難
を
背
景
に
米
価

は
年
々
上
昇
、
１
枚
で
も
多
く
耕
作
面

積
を
広
げ
よ
う
と
誰
も
が
頑
張
り
続
け

ま
し
た
。
昭
和
36
年
に
農
業
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
農
家
も
心
配

な
く
希
望
を
持
っ
て
取
り
組
む
事
が
出

来
る
と
頑
張
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
51
年
頃
に
は
米
価
も
２
万
円
台

に
な
り
、
平
成
の
初
め
頃
ま
で
維
持
さ

れ
、
米
作
農
家
は
こ
れ
か
ら
も
安
定
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
誰
も
が
信
じ
て
お
り

ま
し
た
。

「
ま
さ
か
半
額
に
な
り
米
作
り
農
家
は
、

立
ち
行
か
な
く
な
ろ
う
と
は
…
」

　
若
い
人
達
は
米
作
り
に
希
望
を
持
て

ず
に
農
機
具
が
だ
め
に
な
っ
た
ら
見
切

り
を
付
け
よ
う
と
考
え
る
の
で
は
と
心

大
内
地
域
　

佐
々
木
忠
耕

ア
イ
ご
夫
妻

　
私
は
主
に
水
稲
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
複

合
経
営
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
就

農
３
年
目
と
な
り
、
様
々
な
課
題
と
格

闘
し
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
将
来
的
に
は
農
業
の
会
社
を
組
織
し
、

毎
年
新
卒
者
を
採
用
で
き
る
よ
う
な
会

社
に
成
長
さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
都
市
圏
と
比
較
し
て
、
秋
田
に
お
い

て
農
業
は
立
地
条
件
の
面
で
優
位
に
立

て
る
数
少
な
い
産
業
で
す
の
で
、
電
子

部
品
製
造
業
や
建
設
業
と
い
っ
た
他
の

産
業
と
同
じ
よ
う
に
働
き
口
を
提
供
で

き
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
と
は
い
え
、
農
業
は
設
備
等
の
初
期

投
資
が
売
上
と
比
較
し
て
大
き
く
、
ま

た
様
々
な
要
因
に
よ
り
売
上
を
計
画
ど

お
り
に
確
保
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
、

当
初
か
ら
大
規
模
に
始
め
る
こ
と
は
リ

ス
ク
が
大
き
い
も
の
で
す
。
特
に
気
象

条
件
と
い
う
点
で
は
、
昨
年
の
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
の
低
温
や
夏
以
降
の
異

常
な
高
温
と
い
う
気
象
条
件
で
、
収
量

や
品
質
を
安
定
し
て
達
成
す
る
こ
と
の

難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
他
方
で
、
ま

わ
り
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
中
に
は
、
例

年
と
遜
色
な
い
結
果
を
残
し
て
い
る

方
々
も
お
り
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た

種
々
の
対
策
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
面
の
間
は
成
長
の

た
め
の
足
掛
か
り
と
し
て
、
個
人
経
営

規
模
で
軌
道
に
乗
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
販
路
の
面
で
は
、
現
在
は
Ｊ
Ａ

を
通
し
て
の
販
売
が
主
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
直
売
向
け
の
販
売
も
拡
充
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
Ｊ

Ａ
を
通
し
た
販
売
で
は
、
輸
送
や
在
庫

管
理
と
い
っ
た
手
間
が
省
け
、
ま
た
量

に
関
係
な
く
出
荷
出
来
る
と
い
っ
た
利

便
は
あ
る
も
の
の
、
単
価
が
と
り
づ
ら

い
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
個
人
経

営
で
は
生
産
量
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

多
少
の
手
間
を
か
け
て
で
も
単
価
を
確

保
す
る
路
線
が
現
実
的
で
す
。
お
客
様

に
指
名
買
い
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

生
産
者
に
な
る
べ
く
、
美
味
し
さ
や
年

中
安
定
し
た
生
産
量
を
重
視
し
た
栽
培

が
出
来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
真
坂
平
通
委
員
）

配
し
て
お
り
ま
す
。

　
経
営
的
に
は
マ
イ
ナ
ス
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
あ
の
戦
中
戦
後
の
大
変
な
時

代
も
守
り
続
け
た
米
作
り
、
絶
対
に
な

く
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
と
何
年
出

来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
身
体
が
続

く
限
り
、
皆
様
に
安
心
安
全
な
お
い
し

い
米
を
食
べ
て
頂
け
る
様
に
頑
張
る
つ

も
り
で
お
り
ま
す
。

　
米
作
り
は
自
分
達
に
と
っ
て
誇
り
で

あ
り
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
太
陽
の

下
で
汗
す
る
事
は
、
お
の
ず
と
ボ
ケ
防

止
、
体
力
維
持
に
も
役
立
っ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
夫
婦
仲

良
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
佐
藤
綾
子
委
員
）

（田んぼにて佐々木ご夫妻）


